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１
日　

ゴ
ル
テ
ィ
ナ
の
主
教
成
徳
な
る
聖
エ
ウ
メ

ニ
イ
（7C

）

２
日　

ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
の
聖
致
命
者
ト
リ
フ
ィ

ム
・
サ
ワ
テ
ィ
及
び
ド
リ
メ
ド
ン
ト

（216

）

３
日　
ロ
マ
の
聖
大
致
命
者
エ
ウ
ス
タ
フ
ィ

（118

）

４
日　

聖
使
徒
コ
ド
ラ
ト
、
神
品
致
命
者
エペ
ソ

の
主
教
聖
イ
パ
テ
ィ
、
司
祭
聖
ア
ン
ド

レ
イ
（8C

）

５
日　

聖
預
言
者
イ
オ
ナ
（9C

）、
シ
ノ
ペ
の
主

教
聖
致
命
者
フ
ォ
カ
（117

）

６
日　

聖
致
命
者
ア
ン
ド
レ
イ
、
イ
オ
ア
ン
、
ペ

ト
ル
、
ア
ン
ト
ニ
ン
（9C

）

７
日　

イ
コ
ニ
ヤ
の
初
致
命
女
亜
使
徒
聖
フ
ェ
ク

ラ

８
日　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ヤ
の
克
肖
女
聖
エ
ウ
フ

ロ
シ
ニ
ヤ
（5C

）、
克
肖
者
聖
神
父
ラ

ド
ネ
ジ
の
奇
蹟
者
セ
ル
ギ
イ
（1391

）

９
日　

聖
使
徒
福
音
神
学
者
イ
オ
ア
ン

10
日　

カ
ル
タ
ゴ
の
聖
致
命
者
カ
リ
ス
ト
ラ
ト
及

び
49
人
の
致
命
者
（304

）

11
日　

イ
コニ
ヤ
の
成
徳
な
る
表
信
者
聖
ハ
リ
ト

ン
（350

）

12
日　

聖
致
命
者
ダ
ダ
、
ペ
ル
シ
ャ
の
太
子
ガ

ウ
ェッ
ダ
イ
及
び
そ
の
姉
妹
カ
ズ
ド
ヤ

（4C

）

13
日　

ア
ル
メ
ニ
ヤ
の
神
品
聖
致
命
者
グ
リ
ゴ

リ
イ
（335

）

14
日　

至
聖
ま
る
女
宰
生
神
女
永
貞
童
女
マ

リ
ヤ
、
聖
使
徒
ア
ナ
ニ
ヤ
（
七
十
門

徒
）（8C

）

15
日　
ヴ
ラ
ヘ
ル
ナ
の
佯
狂
者
聖
ア
ン
ド
レ
イ

（10C

）

16
日　

グ
レ
チ
ヤ
の
神
品
致
命
者
聖
デ
ィ
オ
ニ

シ
イ
、
司
祭
聖
ル
ス
テ
ィ
ク
、
輔
祭
エ

レ
ウ
フェ
リ
イ
（96

）

17
日　

ア
テ
ネ
の
主
教
聖
イ
エ
ロ
フ
ェ
イ
、
カ
ペ

ト
リ
ヤ
の
主
教
克
肖
聖
致
命
者
ペ
ト
ル

（3C

）

18
日　
モ
ス
ク
ワ
の
府
主
教
全
ロ
シ
ア
の
奇
蹟

者
成
聖
者
ペ
ト
ル
、
ア
レ
キ
シ
イ
、
イ

オ
ナ
及
び
フ
ィ
リ
ッ
プ

19
日　

聖
使
徒
フ
ォマ
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ヤ
の
聖
致

命
女
エ
ロ
テ
シ
ス
、
ア
ト
ス
山
の
聖
致

命
者
マ
カ
リ
イ
（1590

）

20
日　

シ
リ
ヤ
の
聖
致
命
者
セ
ル
ギ
イ
及
び
ワ

ク
フ
（290

）

21
日　

ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
の
成
徳
な
る
聖
処
女
ペ

ラ
ギ
ヤ
（303
）

22
日　

列
祖
義
人
聖
ア
ウ
ラ
ア
ム
及
び
そ
の
甥

聖
ロ
ト
（
前2000
）

23
日　
ニ
コ
ミ
デ
ヤ
の
聖
致
命
者
エ
ウ
ラ
ム
ピ
イ

及
び
エ
ウ
ラ
ム
ピ
ヤ
（303
）

24
日　

聖
使
徒
７
輔
祭
の一人
フ
ィ
リ
ッ
プ

25
日　

キ
リ
キ
ヤ
の
聖
致
命
者
プ
ロ
ウ
、
タ
ラ

フ
及
び
ア
ン
ド
ロニ
ク
（304

）

26
日　
ペ
ル
ガ
モ
の
聖
致
命
者
カ
ル
プ
、
パ
ピ

ラ
、
ア
ガ
フ
ォ
ド
ル
及
び
聖
致
命
女
ア

カ
フ
ォニ
カ
（251

）

27
日　
メ
デ
ィ
オ
ラ
ン
の
聖
致
命
者
ナ
ザ
リ
ィ
、

ゲ
ル
ワ
シ
イ
、
プ
ロ
タ
シ
ィ
及
び
ケ
ル
シ

イ

28
日　

ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
の
神
品
聖
致
命
者
克
肖

者
聖
リ
キ
ア
ン
（312

）

29
日　

聖
致
命
者
百
夫
長
聖
ロ
ン
ギ
ン

30
日　

聖
預
言
者
オ
シ
ヤ（
前820

）、ク
リ
ト
の

成
徳
な
る
聖
致
命
者
ア
ン
ド
レ
イ

（767

）

31
日　

聖
使
徒
ル
カ
、聖
致
命
者
マ
リ
ン（4C

）

10月の聖人暦



2

目
　
次

ロ
シ
ア
正
教
会
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
イ
聖
堂
の
成
聖
─
─
─
─
─
─
─
３

東
京
正
教
神
学
院
入
学
式
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
6

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
永
眠
記
憶
パ
ニ
ヒ
ダ
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
8

聖
ソ
フ
ィ
ア
修
道
院

　

ニ
コ
ラ
イ
佐
山
大
主
教
ご
永
眠
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
10

名
古
屋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
主
催

　

夏
休
み
子
ど
も
会
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
11

克
肖
な
る
我
が
神
父
ラ
ド
ネ
ジ
の
奇
蹟
者
聖
セ
ル
ギ
イ
──
─
─
─
─
12

聖
ニ
コ
ラ
イ
と
セ
ル
ギ
イ
府
主
教  

⑤
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
14

正
教
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
18

『
神
へ
の
途
』 

⑵
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
20

今
月
の
奉
事
式
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
22

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
23

主降生2008年 10月

主
教　

セ
ラ
フ
ィ
ム

司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
ー　

松
島　

雄
一

輔
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ　

水
野　

宏

司
祭
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ　

田
中　

仁
一

司
祭
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ　

田
中　

仁
一

司
祭
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ　

田
中　

仁
一

編
集
後
記

表
紙
の
写
真
《
聖
使
徒
福
音
者
ル
カ
》

教
会
は
十
月
三
十
一
日
に
、「
ル
カ
伝
に
因
る
聖
福
音
」
と
「
聖
使
徒
行
実
」

の
著
者
で
あ
る
聖
使
徒
福
音
者
ル
カ
を
記
憶
す
る
。
彼
は
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア

に
生
れ
て
医
学
を
学
び
、福
音
書
に「
主
は
又
別
に
七
十
門
徒
を
選
び（
ル
カ
十
・

一
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
、
七
十
人
の
お
弟
子
の
一
人
と
な
っ
た
。

ル
カ
伝
二
十
四
章
に
は
、
ク
レ
オ
パ
と
も
う
一
人
の
お
弟
子
が
イ
エ
ル
サ
リ

ム
か
ら
エ
ム
マ
ウ
ス
に
向
か
う
途
中
、
復
活
し
た
主
に
出
会
っ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
が
、
こ
の
も
う
一
人
の
お
弟
子
と
は
教
会
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
著
者
で

あ
る
ル
カ
自
身
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
二
人
は
イ
イ
ス
ス
が

十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
遺
体
が
忽
然
と
墓
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
す
っ
か
り
落
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
旅
人
の
姿
で
現
れ
た
主
は
二
人

と
共
に
歩
い
て
行
っ
た
。
そ
し
て
主
が
宿
の
食
卓
で
パ
ン
を
割
い
て
二
人
に
渡

す
と
、
二
人
の
目
は
開
け
、
彼
等
は
そ
の
旅
人
こ
そ
復
活
し
た
主
ご
自
身
で
あ

る
こ
と
に
初
め
て
気
づ
い
た
。
彼
等
は
「
彼
が
道
中
で
私
た
ち
と
語
り
、
聖
書

を
解
き
明
か
し
た
時
、
私
た
ち
の
中
で
心
が
燃
え
て
い
た
で
は
な
い
か
」
と
語

り
あ
い
、
イ
エ
ル
サ
リ
ム
に
引
き
返
し
て
聖
使
徒
た
ち
に
自
分
た
ち
が
復
活
し

た
主
に
出
会
っ
た
こ
と
を
熱
く
語
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

後
に
ル
カ
は
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
の
伝
道
に
あ
た
り
、
彼
の
同
行
者
と
し
て

共
に
ロ
ー
マ
ま
で
旅
を
す
る
。
聖
使
徒
行
実
は
十
六
章
以
降
、「
我
等
」
と
い

う
主
語
の
記
事
が
続
く
が
、
こ
の
こ
と
は
聖
使
徒
行
実
が
単
な
る
伝
聞
や
創
作

で
は
な
く
、
ル
カ
自
身
の
生
き
た
体
験
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
伝
道
旅
行
の
途
中
で
パ
ウ
ェ
ル
は
何
度
も
逮
捕
・
監
禁
さ
れ
、
ま
た
ロ
ー

マ
に
向
か
う
船
は
途
中
で
難
破
す
る
な
ど
し
て
彼
等
は
何
度
も
死
の
危
機
に
直

面
す
る
。
し
か
し
パ
ウ
ェ
ル
を
支
え
た
の
は
、
ダ
マ
ス
ク
へ
の
道
で
復
活
し
た

主
に
出
会
っ
た
体
験
（
聖
使
徒
行
実
九
章
）
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
と
苦
労
を

共
に
し
た
ル
カ
に
も
ま
た
、
エ
ム
マ
ウ
ス
へ
の
道
中
で
復
活
し
た
主
に
出
会
い
、

「
心
が
燃
え
た
」
体
験
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
信
仰
も
ま
た
、
単
な
る
生
活
習
慣
や
冠
婚
葬
祭
儀
礼
で
は
な
く
、

ル
カ
の
よ
う
に
心
が
燃
え
る
生
き
方
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
た
い
。�

□
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去
る
九
月
十
二
日
は
、
折

し
も
ロ
シ
ア
正
教
会
暦
で

は
、
ネ
ヴ
ァ
の
聖
大
公
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
の
不
朽
体
の
遷

移
の
記
憶
及
び
モ
ス
ク
ワ
の

聖
大
公
ダ
ニ
イ
ル
の
祭
日
で

あ
っ
た
。
我
ら
の
尊
貴
な
る

東
京
の
大
主
教
及
び
全
日
本

の
府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の

聖
名
日
で
も
あ
る
こ
の
記
念

す
べ
き
日
、
ロ
シ
ア
正
教
会

駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
の
新
聖

堂
の
成
聖
式
が
満
を
持
し
て

行
わ
れ
た
。
当
日
記
憶
を
な

す
と
こ
ろ
の
ネ
ヴ
ァ
の
聖
大

公
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
献
じ

ら
れ
た
新
聖
堂
は
目
黒
の
閑

静
な
住
宅
街
に
建
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
記
念
す
べ
き
日

に
あ
わ
せ
て
、
ロ
シ
ア
正
教

会
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
渉
外

局
長
キ
リ
ル
府
主
教
座
下
が

渉
外
局
員
で
秘
書
の
デ
ィ
ミ
ト
リ
ィ
・
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ィ
氏
と

と
も
に
九
月
十
日
に
来
日
さ
れ
た
。
仙
台
の
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム

座
下
は
、
す
で
に
数
日
前
に
来
日
さ
れ
て
い
た
ウ
ス
リ
イ
の
主

教
セ
ル
ギ
イ
座
下
、
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
主
任
管
轄
司
祭
で
あ

る
長
司
祭
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ツ
ェ
バ
ン
師
、
同
じ
く
長
司
祭
イ
オ

ア
ン
長
屋
房
夫
師
と
と
も
に
、
成
田
空
港
で
キ
リ
ル
府
主
教
座

下
一
行
を
出
迎
え
ら
れ
た
。

出
迎
え
の
後
、
キ
リ
ル
府
主
教
座
下
は
、
千
葉
県
山
武
市
松

尾
町
の
聖
ソ
フ
ィ
ア
修
道
院
を
訪
問
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の

空
の
旅
が
安
寧
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
に
感
謝
す
る
モ
レ
ー
ベ
ン

と
八
月
二
六
日
に
永
眠
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
イ
佐
山
大
主
教
の
た
め

に
リ
テ
ィ
ア
を
献
じ
、
永
遠
の
記
憶
を
祈
ら
れ
た
。
修
道
院
の

ト
ラ
ペ
ザ
で
暫
し
休
憩
し
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
と
歓
談
さ

れ
た
後
、
キ
リ
ル
府
主
教
座
下
一
行
は
都
内
の
ホ
テ
ル
に
向
わ

れ
た
。

翌
日
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
眠
る
谷
中
墓
地
を
訪
問
さ
れ
た
キ
リ

ル
府
主
教
座
下
は
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
を
表
敬
訪
問
す
る

た
め
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会
に
来
会
さ
れ
た
。
キ
リ
ル
府
主
教

座
下
を
出
迎
え
た
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
は
、
先
日
の
モ
ス
ク

ワ
で
の
主
教
会
議
以
来
の
再
会
を
喜
び
、
長
司
祭
サ
ワ
大
浪
佑

二
師
、
長
司
祭
ロ
マ
ン
大
川
満
師
、
修
道
司
祭
ゲ
ラ
シ
ム
・
シ

ェ
フ
ツ
ォ
フ
師
等
と
と
も
に
大
聖
堂
内
を
案
内
さ
れ
た
。
キ
リ

ロシア正教会駐日ポドヴォリエ

アレクサンドル・ネフスキイ聖堂の成聖
司祭ディミトリイ田中　仁一
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ル
府
主
教
座
下
は
、

大
聖
堂
至
聖
所
に
入

る
と
、
ご
自
分
が
十

年
前
に
大
聖
堂
を
訪

れ
た
と
き
の
こ
と
を

語
ら
れ
た
。
日
本
正

教
会
に
と
っ
て
歴
史

的
に
最
も
困
難
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
日
本
正
教
会
の

代
表
と
長
時
間
の
議

論
を
交
わ
し
た
こ
と

を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
日
本
正
教
会
の
自
治
確
立
以
来
、
つ

ね
に
日
本
正
教
会
の
発
展
を
注
視
し
て
こ
ら
れ
た
キ
リ
ル
府
主

教
座
下
は
、
日
本
正
教
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
長
老
が
壮
健
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
新
し
い
時
代
を
担
う
若
い
神
品
教
役
者
が

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
れ
た
。
ダ
ニ
イ
ル
府
主

教
座
下
と
暫
く
歓
談
さ
れ
た
キ
リ
ル
府
主
教
座
下
は
、
翌
日

が
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
聖
名
祭
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、

こ
の
慶
賀
の
日
に
執
り
行
わ
れ
る
新
聖
堂
の
成
聖
に
続
く
聖

体
礼
儀
を
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
が
司
祷
さ
れ
る
よ
う
願
わ

れ
た
。

新
聖
堂
の
成
聖
式
に
は
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
を
代
表

し
て
長
司
祭
サ
ワ
大
浪
佑
二
師
、
修
道
司
祭
ゲ
ラ
シ
ム
・
シ
ェ

フ
ツ
ォ
フ
師
、
輔
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
宏
師
、
そ
し
て
司
祭
デ

ィ
ミ
ト
リ
イ
田
中
仁
一
が
招
か
れ
た
。

成
聖
式
に
続
く
ネ
ヴ
ァ
の
聖
大
公
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
と
モ

ス
ク
ワ
の
聖
大
公
ダ
ニ
イ
ル
の
祭
日
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き
聖

体
礼
儀
を
自
ら
司
祷
さ
れ
た
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
に
、
キ
リ

ル
府
主
教
座
下
は
聖
体
礼
儀
後
、
敬
愛
の
情
を
込
め
て
記
念
の

パ
ナ
ギ
ア
を
贈
ら
れ
、

ロ
シ
ア
正
教
会
総
主

教
ア
レ
ク
シ
イ
二
世

聖
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
キ
リ
ル
府
主

教
座
下
は
、
こ
の
度

の
新
聖
堂
成
聖
を
記

念
し
て
、『
こ
れ
を
機

に
日
本
と
ロ
シ
ア
双

方
の
正
教
会
の
結
び

つ
き
が
よ
り
一
層
強

化
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
す
る
。
こ
の
新
聖

▲ 宝座成聖の様子
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堂
成
聖
に
体
現
さ
れ

る
よ
う
に
、
あ
な
た

方
の
喜
び
は
私
た
ち

の
喜
び
で
あ
り
、
あ

な
た
方
の
悲
し
み
は

私
た
ち
の
悲
し
み
で

も
あ
る
。
い
ま
こ
そ
、

日
本
と
ロ
シ
ア
の
教

会
は
一
つ
の
聖
な
る

公
な
る
使
徒
の
教
会

と
し
て
建
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
』
と

の
お
言
葉
を
賜
れ
た
。

新
聖
堂
成
聖
と
聖
体
礼
儀
に
続
い
て
、
ロ
シ
ア
大
使
館
に
お

い
て
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
主
催
の
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
キ
リ
ル
府
主
教
座
下
に
続
い
て
挨
拶
に
立
た
れ
た
ダ
ニ
イ

ル
府
主
教
座
下
は
、『
神
が
愛
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
今
日

こ
の
記
念
す
べ
き
日
は
訪
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
事

実
は
、
ま
さ
に
神
が
愛
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
あ
る
』
と
の
お

言
葉
を
賜
れ
、
キ
リ
ル
府
主
教
座
下
と
相
愛
の
接
吻
を
交
わ
さ

れ
た
。
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九
月
十
一
日
、
光
栄
な

る
尊
き
預
言
者
前
駆
授
洗

イ
オ
ア
ン
斬
首
祭
に
合
せ

て
、
東
京
正
教
神
学
院
の

入
学
式
及
び
始
業
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
本
年
度
、

東
京
正
教
神
学
院
は
、
ダ

ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
祝

福
に
よ
り
神
の
光
照
を
受

け
た
二
名
の
新
入
生
を
迎

え
入
れ
た
。
東
京
復
活
大

聖
堂
教
会
出
身
の
ク
リ
メ

ン
ト
北
原
史
門
兄
と
大
阪

正
教
会
出
身
の
ル
カ
田
畑

隆
平
兄
で
あ
る
。

学
院
長
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
は
、
前
駆
授
洗
イ
オ
ア
ン
斬
首
祭

聖
体
礼
儀
に
続
い
て
行
わ
れ
た
入
学
及
び
始
業
の
感
謝
祈
祷
の
最
後

に
静
粛
な
心
持
ち
の
中
で
ご
訓
示
を
賜
れ
、「
こ
の
度
、
東
京
正
教

神
学
院
が
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ

る
。
こ
の
事
実
は
、
今
後
の
神
学
生
間
で
の
知
性
的
な
競
合
と
霊
的

な
切
磋
琢
磨
を
促
進
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
、

忍
耐
と
謙
遜
と
聖
神
の
教
導
な
く
し
て
神
学
を
学
ぶ
者
の
属
神
的
向

上
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
神
の
慈
憐
と
神
の
恩
寵
と
を
得
た
者
だ
け

が
、
真
に
霊
的
な
意
味
で
の
教
役
者
と
な
れ
る
。
ど
う
か
皆
、
こ
の

事
を
身
命
に
刻
ん
で
学
業
に
ま
た
祈
祷
に
勤
し
ん
で
頂
き
た
い
」
と

の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

聖
神
の
働
き
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
中
か
ら
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
神
に
適
う
人
の
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
の
出

来
事
は
、
歴
史
も
含
め
て
、
現
在
を
生
き
る
者
に
と
っ
て
常
に
最

高
の
教
材
と
な
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
時
間
と
い

う
物
理
的
枠
組
を
超
え

て
作
用
す
る
聖
神
の
恩

寵
に
満
ち
溢
れ
た
教
会

の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
出
来
事
は
、
そ
こ
に

自
分
の
生
き
方
の
範
型

を
見
出
そ
う
と
す
る
者

に
と
っ
て
、
堅
固
な
隅

石
の
上
に
時
間
を
掛
け

て
建
て
ら
れ
た
建
物
の

よ
う
に
、
末
永
く
堅
固

に
そ
の
姿
を
保
ち
、
堅

実
な
成
長
を
遂
げ
る
で

司
祭
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
田
中　

仁
一

二
〇
〇
八
年
度

東
京
正
教
神
学
院
入
学
式
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あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
教

会
は
、
慈
憐
と
洪
恩
と
を

以
っ
て
世
界
に
臨
ん
だ
神

の
恩
寵
を
獲
得
し
た
「
聖

人
」
の
シ
ナ
ク
シ
ス
だ
か

ら
で
あ
る
。
も
し
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
聖
人
の
生

き
方
を
学
ば
ん
と
す
る
な

ら
ば
、
私
た
ち
が
神
・
ハ

リ
ス
ト
ス
へ
の
信
仰
と
い

う
隅
石
の
上
に
堅
立
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
神
の
恩
寵
と
仁
愛
を
恃
ん

で
生
き
る
人
の
姿
を
具
現
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
誰
も
が
聖
人
の
よ

う
に
生
き
ら
れ
る
と
い
う
希
望
を
持
て
る
と
同
時
に
、
誰
も
が
現
在

の
自
分
を
顧
み
、
自
分
と
聖
人
と
の
霊
神
的
乖
離
の
大
き
さ
に
危
機

感
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た

ち
は
正
教
徒
で
あ
る
と
同

時
に
市
民
で
も
あ
る
。
社

会
的
義
務
と
責
任
を
負

い
、
わ
が
国
が
制
定
し
た

法
制
度
に
従
っ
て
自
分
の

所
在
を
明
確
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
神
に
よ
る

人
類
創
生
か
ら
連
綿
と
受

け
継
が
れ
た
信
仰
と
伝
統

を
有
す
る
正
教
会
で
す

ら
、
わ
が
国
の
政
治
社
会
的
制
度
の
枠
組
の
中
で
は
単
な
る
一
宗
教

団
体
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
信
条
と
現
実
の
本
質
的
乖
離
が
、
と
き
と

し
て
神
学
を
学
ぶ
者
の
精
神
生
活
に
心
理
的
困
難
を
生
じ
せ
し
め
る

こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
「
一
つ
の
聖
な
る
公
な
る
使
徒
の
教
会
」
に

属
す
る
者
で
あ
る
。
私
た
ち
は
公
民
と
し
て
こ
の
世
に
属
し
な
が
ら

も
、
同
時
に
ハ
リ
ス
ト
ス
の
復
活
の
証
人
で
あ
り
そ
の
福
音
を
伝
え

る
使
徒
で
あ
る
。
神
学
は
己
を
狭
隘
な
世
界
に
閉
じ
込
め
る
た
め
の

方
便
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
在
る
己
の
生
き
方
を
学

ぶ
た
め
の
力
の
源
な
の
で
あ
る
。

前列左２：クリメント　北原　史門　新入生
同列右２：ルカ　田畑　隆平　新入生



8

去
る
八
月
十
日
、
故
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の

六
十
三
回
目
の
永
眠
記
憶
日
に
あ
た
り
、
谷

中
主
教
墓
地
に
て
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の

司
祷
に
よ
り
パ
ニ
ヒ
ダ
が
献
じ
ら
れ
た
。

毎
年
、
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の
永
眠
記
憶
パ

ニ
ヒ
ダ
で
は
炎
天
下
で
体
調
を
崩
さ
れ
る
方

が
出
て
、
心
配
が
絶
え
な
い
が
、
幸
い
な
こ

と
に
今
回
は
曇
り
気
味
で
、
連
日
の
猛
暑
か

ら
は
少
し
解
放
さ
れ
た
よ
う
な
陽
気
。
ダ
ニ

イ
ル
府
主
教
座
下
と
随
行
者
一
同
は
、
主
日

聖
体
礼
儀
終
了
後
の
午
後
一
時
過
ぎ
に
、
大

聖
堂
か
ら
主
教
墓
地
に
向
け
て
車
で
出
発
。

到
着
後
た
だ
ち
に
府
主
教
座
下
は
パ
ニ
ヒ
ダ

を
献
じ
ら
れ
た
。
陪
祷
は
大
浪
神
父
、
大
川

神
父
、
中
西
輔
祭
。
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会

の
信
徒
十
数
名
も
参
加
し
、
聖
歌
を
歌
っ
て

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
へ
の
永
遠
の
記
憶
を
祈
っ

た
。セ

ル
ギ
イ
府
主
教
（
以
下
「
師
」
と
記
す
）

の
人
と
な
り
、
お
よ
び
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ

や
日
本
教
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
い

ま
仙
台
の
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
が
、
ご
研

究
の
成
果
を
本
誌
で
わ
か
り
や
す
く
連
載
し

て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
拝
読
す
る
限
り
で

は
、
当
時
は
師
へ
の
批
判
的
な
評
価
も
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

筆
者
は
日
本
正
教
会
の
信
徒
の
一
人
と
し
て
、
師
の
数
奇
で
過
酷
な

生
涯
を
思
う
と
、「
時
代
の
中
で
生
き
る
」
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
ま
た
、
師
の
懸
命
な
働
き
も
あ
っ

て
、
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
に
正
教
会
が
存
続
で
き
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
は
、純
粋
に
感
謝
と
敬
意
の
念
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

と
言
う
の
も
、
師
は
弱
冠
三
十
五
歳
で
主
教
に
叙
聖
さ
れ
、
来
日

す
る
ま
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
神
学
大
学
学
長
の
要
職
に
あ
っ
た
と
い

う
、
当
時
の
ロ
シ
ア
教
会
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
中
の
エ
リ
ー
ト
で

あ
っ
た
。
も
し
来
日
せ
ず
に
ロ
シ
ア
に
留
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
位

人
臣
を
極
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
（
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め
に
革

命
の
時
に
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
か
も
し
れ
な
い
が
）。
し
か
し
、

来
日
後
の
時
代
の
荒
波
は
、
師
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
。

師
が
補
佐
し
た
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
人
物
像
は
、お
そ
ら
く「
叩

き
上
げ
の
カ
リ
ス
マ
型
指
導
者
」
で
師
と
は
タ
イ
プ
が
異
な
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
師
は
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
存
命
中
は
も
ち
ろ

ん
、
永
眠
後
も
ず
っ
と
比
較
さ
れ
続
け
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の

中
で
、
ロ
シ

ア
革
命
に
よ

る
本
国
の
帝

政
崩
壊
と
教

会
の
破
壊
、

さ
ら
に
そ
の

後
の
関
東
大

震
災
と
い
う

辛
酸
を
嘗
め

な
が
ら
、
倒

セルギイ府主教永眠記憶パニヒダ
（ 8月10日）

東京復活大聖堂教会

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
墓
石
（
谷
中
主
教
墓
地
内
）

▲
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戦
中
の
記
憶
そ
の
も

の
が
社
会
の
中
で
薄

れ
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。「
日
本
と

米
国
が
戦
争
し
て
い

た
」
と
い
う
こ
と
自

体
す
ら
知
ら
な
い
若

者
も
少
な
く
な
い
と

聞
く
。
し
か
し
来
日

以
来
、
一
人
の
宣
教

者
と
し
て
、
こ
の
理

不
尽
で
過
酷
な
時
代

環
境
を
黙
っ
て
受
け

入
れ
、
日
本
教
会
の

た
め
に
働
き
、
最
後

は
日
本
の
土
と
な
っ
た
師
の
生
涯
は
、
福
音
書
の
字
句
「
麦
の
粒
若

し
地
に
遺
ち
て
死
な
ず
ば
、
独
存
す
、
若
し
死
な
ば
多
く
の
実
を
結

ぶ
（
イ
オ
ア
ン12:24

）」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
日
本
正
教
会

は
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の
生
涯
に
敬
意
を
払
い
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
し

続
け
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

（
輔
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ　

水
野　

宏
）

壊
し
た
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
再
建
し
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

そ
の
功
績
は
率
直
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

時
代
が
昭
和
に
な
り
、
我
国
の
反
共
・
軍
国
主
義
化
が
進
ん
だ
こ

と
で
師
は
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
ソ
連
共
産
党
と
の
関
係
を

疑
っ
た
憲
兵
隊
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
師
の
寿

命
を
縮
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
師
の
拘
束
中
に
東
京
・
世
田

谷
の
居
宅
は
空
襲
で
焼
失
し
、
遂
に
終
戦
の
五
日
前
、
と
言
う
よ
り
、

師
が
望
郷
の
念
を
抱
い
て
や
ま
な
か
っ
た
祖
国
が
、
日
ソ
中
立
条
約

を
一
方
的
に
破
棄
し
て
我
国
に
開
戦
し
た
日
の
翌
日
に
、
師
は
仮
寓

で
寂
し
く
永
眠
し
た
。
こ
れ
ら
の
劇
的
な
ま
で
に
不
遇
な
晩
年
は
、

師
が
望
ん
で
そ
う
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
全
て
時
代
が
そ
う
し
た
の

で
あ
る
。

エ
リ
ー
ト
神
学
者

か
ら
孤
独
死
に
至
る

ま
で
の
七
十
四
年
の

波
乱
の
人
生
に
、
セ

ル
ギ
イ
府
主
教
自
身

は
何
を
思
っ
て
い
た

か
、
本
人
の
い
な
い

今
と
な
っ
て
は
知
る

由
も
な
い
。
ま
た
、

終
戦
か
ら
六
十
三
年

を
過
ぎ
、
戦
後
生
ま

れ
が
人
口
の
大
多
数

を
占
め
て
い
る
我
国

の
現
状
で
は
、戦
前
・

パ
ニ
ヒ
ダ
に
参
祷
さ
れ
た
信
者
方
々

▲

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の
墓
前
で
の
祈
祷

▲
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８
月
26
日
、
ロ
シ
ア
正
教
会
ラ
メ
ン
ス
ク
の
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
佐

山
大
麓
座
下
が
永
眠
さ
れ
、
千
葉
県
松
尾
の
聖
ソ
フ
ィ
ヤ
修
道
院
に

て
仙
台
の
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
、
ロ
シ
ア
正
教
会
ウ
ス
リ
ス
ク
の

セ
ル
ギ
イ
主
教
座
下
に
よ
り
、
パ
ニ
ヒ
ダ
、
聖
体
礼
儀
と
埋
葬
式
が

行
わ
れ
た
。

ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
座
下
は
１
９
１
４
年
に
台
湾
で
生
ま
れ
、

１
９
４
１
年
に
東
京
正
教
神
学
院
を
卒
業
。
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ラ
ジ

ミ
ー
ル
神
学
院
を
経
て
、
１
９
５
６
年
に
輔
祭
に
叙
聖
さ
れ
た
。

１
９
７
０
年
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
の
主
管
者
と

な
り
、
１
９
８
４
年
に
大
主
教
に
昇
叙
、
１
９
８
６
年
に
は
千
葉
に

聖
ソ
フ
ィ
ヤ
修
道
院
を
建
立
し
、
１
９
９
６
年
か
ら
は
ラ
メ
ン
ス
ク

の
大
主
教
、
モ
ス
ク
ワ
教
区
の
副
主
教
と
な
り
現
在
に
至
る
。

２
０
０
３
年
の
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
座
下
の
90
歳
の
お
祝
い
に
は
ダ

ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
と
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
も
ご
臨
席
さ
れ
、
お

元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
た
が
、
近
年
は
高
齢
の
た
め
に
体
力
的
に
も

衰
え
が
目
立
っ
て
い
た
。

29
日
午
前
８
時
よ
り
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
司
祷
の
も
と
聖
体
礼

儀
と
埋
葬
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
埋
葬
式
の
冒
頭
、
ロ
シ
ア
正
教
会

総
主
教
ア
レ
ク
シ
イ
２
世
聖
下
、
渉
外
局
長
府
主
教
キ
リ
ー
ル
座
下

の
弔
辞
が
セ
ル
ギ
イ
主
教
座
下
に
よ
り
代
読
さ
れ
、
日
本
正
教
会
よ

り
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
弔
辞
を
セ
ラ
フ
ィ
ム
主
教
座
下
が
代
読

さ
れ
た
。

埋
葬
式
を
終
え
、
棺
は
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
座
下
が
長
年
住
ま
っ
た

聖
ソ
フ
ィ
ヤ
修
道
院
を
一
周
し
、
参
祷
者
の
見
送
る
中
霊
柩
車
に
納

め
ら
れ
て
横
浜
外
人
墓
地
に
向
か
い
埋
葬
さ
れ
た
。

聖
ソ
フ
ィ
ヤ
修
道
院

ニ
コ
ラ
イ
佐
山
大
主
教
ご
永
眠
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名
古
屋
教
会
で
は
昨
年
、
一
昨
年
と
夏
休
み

の
子
供
会
行
事
は
土
曜
か
ら
日
曜
に
か
け
て
の

「
お
泊
ま
り
会
」
の
か
た
ち
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

聖
堂
わ
き
の
狭
い
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
男
子
用
、

女
子
用
の
ふ
た
張
り
設
営
し
て
、
ふ
だ
ん
味
わ

え
な
い
ワ
ク
ワ
ク
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
今
年
は
、
昨
年
夜
中
に
大
雨
が
降
っ

て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
一
部
の
少

年
少
女
た
ち
が
思
春
期
も
盛
り
を
迎
え
つ
つ
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
、
土
曜
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終

了
後
は
い
っ
た
ん
帰
宅
し
、
日
曜
の
聖
体
礼
儀

に
ま
た
参
祷
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
か
た
ち
を

と
り
ま
し
た
。
広
い
境
内
地
と
、
子
供
た
ち
に

目
配
り
で
き
る
成
人
の
奉
仕
者
が
も
う
少
し
増

え
て
く
れ
れ
ば
、
お
泊
ま
り
会
も
可
能
な
の
で

少
々
残
念
で
す
。

今
年
も
雨
に
た
た
ら
れ
ま
し
た
が
、
八
月

二
三
日
の
土
曜
（
ス
ケ
ー
ト
、お
祈
り
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

花
火
）
に
は
十
名
、
二
四
日
の
日
曜
に
は
十
一

名
の
子
供
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
十
名

近
く
の
父
兄
を
中
心
に
信
徒
の
方
が
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

土
曜
日
は
教
会
を
出
て
、
愛
知
万
博
会
場
跡

の
「
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
」
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

で
の
ス
ケ
ー
ト
が
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ほ
と

ん
ど
の
参
加
者
が
初
め
て
の
体
験
で
、
最
初
は

お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
し
た
が
二
時
間
ほ
ど
の
間
に
み
る
み
る
上
達
、「
ま

た
行
き
た
ー
い
！
」
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
午
後
三
時
に
教
会
に
戻
り

主
日
の
晩
課
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
日
曜
日
も
含
め
子
供
会
期
間
中
の
奉

事
に
は
、
わ
か
り
や
す
く
祈
祷
書
を
編
集
し
て
積
極
的
に
子
供
た
ち
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
た
ち
大
人
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
子
供

た
ち
は
奉
神
礼
が
大
好
き
で
、
大
人
た
ち
が
「
子
供
が
い
や
が
る
の
で
」

と
参
祷
を
渋
る
の
は
、
ど
う
や
ら
言
い
訳
か
な
…
、
と
い
う
感
想
も
。
写

真
は
日
曜
の
聖
体
礼
儀
、「
幾
と
せ
も
」
の
祝
福
を
待
つ
子
供
た
ち
。（
楽

し
そ
う
で
し
ょ
う
）。

土
曜
の
祈
祷
後
、
雨
よ
け
に
張

ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
下

で
行
わ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

は
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
米
国
の

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
で
働
い
て
い
た

ミ
ッ
チ
ェ
ル
兄
が
見
事
な
腕
前
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ど
こ
の
教
会
も
子
供
た
ち
の
教

会
活
動
へ
の
参
加
が
不
活
発
な

の
が
、
信
仰
継
承
の
問
題
に
と
っ

て
悩
み
の
種
で
す
が
、「
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
言
わ
ず
に
や
っ
て
み
る
」、

そ
し
て
最
初
は
参
加
者
が
二
，
三

名
で
も
毎
年
「
続
け
て
ゆ
く
」
こ

れ
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
ー　

松
島　

雄
一
）

夏休み子ども会
名古屋ハリストス正教会主催
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聖
人
の
生
涯
か
ら
、
我�

々
は
霊
的
生
活
に
つ
い
て

学
ぶ
。
聖
人
の
生
涯
を
知

る
に
あ
た
り
、
聖
人
に
は

ロ
シ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ア
人

と
い
っ
た
明
確
な
国
籍
な

ど
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
こ
う
。
彼
ら
は
い
つ
の
時
代
に
も
、
ど
こ

に
住
ま
わ
っ
て
い
て
も
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を
愛
す
る
正
教
人
で
あ
り
、

皆
同
じ
霊
的
芳
香
を
放
っ
て
い
た
。
ま
た
、
聖
人
の
生
涯
を
知
る
と

き
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
疑
い
の
心
を
曇
ら
せ
ず
、
奇
跡
に
懐
疑
的
に

な
ら
ず
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
聖
性
の
宝
蔵
を
獲
得
で
き
る
で
あ
ろ
う

か
。
何
よ
り
も
ま
ず
主
・
神
が
我
々
の
心
の
目
を
啓
か
し
め
ん
こ
と

を
請
お
う
。
こ
れ
こ
そ
我
々
が
聖
人
の
生
涯
に
つ
い
て
学
ぶ
に
あ
た

っ
て
、
実
り
豊
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

ラ
ド
ネ
ジ
の
聖
セ
ル
ギ
イ
は
、
ロ
シ
ア
で
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
聖

人
の
一
人
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
は
、
今
も
昔
も
変
わ
る
こ
と
な
く

正
教
の
霊
的
修
養
の
源
泉
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
聖
セ
ル
ギ
イ
は

一
三
一
四
年
ロ
ス
ト
フ
で
、
敬
虔
で
篤
信
な
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ

た
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
聖
人
は
ま
だ
母
親
の
胎
の
中
に
あ
る
と
き
か

ら
、
聖
体
礼
儀
中
三
度
も
大
き
な
泣
き
声
を
あ
げ
た
と
い
う
。
こ
の

と
き
以
来
母
親
は
、
ま
る
で
貴
重
な
宝
物
を
胎
の
中
に
抱
え
る
か
の

如
く
斎
を
守
り
つ
つ
、
一
切
の
罪
の
穢け

が

れ
か
ら
自
身
を
遠
ざ
け
た
。

ヴ
ァ
ル
フ
ォ
ロ
メ
イ
の
名
で
洗
礼
を
受
け
た
幼
子
は
健
や
か
に
成

長
し
た
が
、
読
み
書
き
が
不
得
意
で
あ
っ
た
。
少
年
と
な
っ
た
ヴ
ァ

ル
フ
ォ
ロ
メ
イ
は
、
あ
る
日
森
の
中
で
一
人
の
聖
な
る
長
老
に
遇
っ

た
。
天
使
の
様
な
い
で
た
ち
の
長
老
は
「
子
よ
、何
が
欲
し
い
の
か
」

と
問
い
か
け
た
。
少
年
は
、
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
答
え
た
。
長
老
は
少
年
に
「
君
の
信
仰
に
よ
っ
て
、
主
は
必
ず
君

に
そ
の
能
力
を
与
え
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
安
心
し
た
少
年
は
長

老
に
、
両
親
の
い
る
家
ま
で
来
て
下
さ
い
と
懇
願
し
た
。
皆
が
家
の

祈
祷
部
屋
に
集
ま
る
と
、
長
老
は
少
年
に
大
声
で
聖
詠
を
読
む
よ
う

言
っ
た
。
戸
惑
う
少
年
に
、
長
老

は
何
も
疑
わ
ず
神
の
言
葉
を
口
に

す
る
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
、
少

年
は
い
と
も
容
易
く
聖
詠
を
読
み

始
め
た
。
こ
の
と
き
長
老
は
少
年

の
両
親
に
、
彼
は
至
聖
三
者
の
住

い
と
な
り
神
と
人
の
前
に
大
い
な

る
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
預
言
し

た
。両

親
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
ヴ

司
祭
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
田
中　

仁
一

克
肖
な
る
我
が
神
父

　
ラ
ド
ネ
ジ
の
奇
蹟
者
聖
セ
ル
ギ
イ
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ァ
ル
フ
ォ
ロ
メ
イ
は
修
道
士
に
な
る
こ
と
を
願
っ
た
。
や
が
て
両
親

が
こ
の
世
を
去
る
と
、
彼
は
世
間
を
離
れ
、
彼
の
兄
と
共
に
森
の
奥

深
く
に
入
り
、
そ
こ
に
宿
坊
と
聖
堂
を
建
て
、
そ
れ
を
至
聖
三
者
に

献
じ
た
。
偉
大
な
る
セ
ル
ギ
イ
至
聖
三
者
大
修
道
院
の
歴
史
の
始
ま

り
で
あ
る
。
彼
は
二
十
三
歳
の
時
に
修
道
誓
願
を
立
て
、
名
を
セ
ル

ギ
イ
に
改
め
た
。
森
の
中
で
一
人
修
道
を
続
け
る
聖
セ
ル
ギ
イ
の
悩

み
は
、野
生
動
物—
特
に
熊—

で
あ
っ
た
。と
り
わ
け
一
匹
の
熊
が
、

食
べ
物
欲
し
さ
に
よ
く
聖
人
の
所
に
来
た
。
彼
自
身
も
飢
え
る
事
が

し
ば
し
ば
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熊
を
が
っ
か
り
さ
せ
ま
い
と
、

自
分
の
僅
か
な
パ
ン
片
を
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
聖
神
が
そ
の
中

に
住
ま
う
者
に
、
動
物
た
ち
は
従
順
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
創
世
の
頃

の
ア
ダ
ム
の
よ
う
に
。

や
が
て
、
彼
の
周
り
に
神
を
畏
れ
る
修
道
士
ら
が
住
み
始
め
た
。

孤
高
な
中
で
己
の
救
贖
を
完
遂
し
よ
う
と
森
に
住
ま
っ
た
聖
セ
ル
ギ

イ
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
到
来
を
神
の
佑
助
と
受
け
と
め
、
彼
ら
に

言
っ
た
。「
荒
野
に
住
ま
う
た
め
に
来
た
の
で
あ
れ
ば
、
義
の
始
ま

り
は
神
へ
の
畏
怖
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
さ
い
。」
修
道
士
ら
は
各�

々
自
分
の
宿
坊
を
建
て
て
住
み
、
聖
体
礼
儀
に
は
聖
人
と
共
に
聖
堂

に
集
ま
っ
た
。
は
じ
め
、
近
く
の
村
か
ら
司
祭
が
巡
回
に
来
て
い
た

が
、
聖
人
は
つ
い
に
説
得
に
応
じ
て
司
祭
叙
聖
を
受
け
、
さ
ら
に
主

教
は
彼
を
典
院
（
イ
グ
ー
メ
ン
）
に
任
命
し
た
。
し
か
し
彼
は
神
父

で
あ
り
つ
つ
、
修
道
を
願
っ
て
や
っ
て
く
る
全
て
の
者
の
僕
で
も
あ

っ
た
。
修
道
士
ら
の
家
族
の
一
員
に
な
ろ
う
と
、
続
々
と
人
々
が
聖

セ
ル
ギ
イ
の
近
く
に
集
ま
っ
て
き
た
。
や
が
て
彼
ら
の
共
住
地
の
近

隣
に
、
居
住
地
（
ポ
サ
ー
ド
）
が
出
現
し
た
。
こ
れ
が
後
の
セ
ル
ギ

エ
フ
・
ポ
サ
ー
ド
と
近
隣
の
村
落
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
聖

セ
ル
ギ
イ
は
常
に
時
間
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
絶
え
ず
祈
り
と
労
働
に

身
を
献
じ
、
疲
れ
果
て
な
が
ら
も
常
に
天
上
の
イ
エ
ル
サ
リ
ム
の
住

人
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
自
分
を
鍛
錬
し
続
け
た
。

あ
る
時
、
聖
セ
ル
ギ
イ
が
生
神
女
の
イ
コ
ン
の
前
で
の
祈
り
を
終

え
る
と
、
突
然
輝
く
光
が
彼
を
照
ら
し
、
彼
は
そ
の
光
の
中
に
生
神

女
が
聖
使
徒
ペ
ト
ル
と
イ
オ
ア
ン
と
共
に
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
。

神
聖
の
光
は
聖
人
に
す
ら
耐
え
が
た
く
、
彼
は
床
に
倒
れ
こ
ん
だ
。

生
神
女
は
手
を
伸
べ
て
彼
を
起
こ
す
と
、
彼
の
修
道
と
生
涯
共
に
居

り
、
こ
の
修
道
院
を
護
り
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
斎
と
不
断
の

労
働
、
そ
し
て
数
々
の
奇
跡
を
行
い
な
が
ら
も
、
聖
人
は
い
よ
い
よ

高
齢
に
達
し
た
。
体
は
弱
っ
て
も
、
神
へ
の
情
熱
は
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
た
。
自
ら
予
見
し
た
死
期
が
近
づ
く
と
、
聖
人
は
牧
群
を
自
分

の
傍
ら
に
呼
ん
で
言
っ
た
。
正
教
の
信
仰
に
堅
立
す
る
こ
と
、
互
い

の
心
の
一
な
る
を
守
る
こ
と
、
謙
遜
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て

こ
の
世
の
尊
敬
と
栄
誉
を
求
め
ず
天
国
の
喜
び
と
永
遠
の
祝
福
と
い

う
褒
美
を
神
か
ら
賜
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
聖
セ
ル
ギ
イ

の
最
後
の
誡
め
で
あ
っ
た
。
一
三
九
二
年
九
月
二
五
日
、
聖
セ
ル
ギ

イ
は
七
十
八
歳
で
彼
の
純
粋
か
つ
聖
い
霊
を
主
に
明
け
渡
し
た
。
永

眠
後
も
聖
人
の
身
体
は
芳
香
を
放
ち
、
顔
は
雪
の
よ
う
に
輝
い
て
い

た
。
聖
セ
ル
ギ
イ
は
天
使
ら
に
導
か
れ
、
生
涯
願
い
求
め
て
き
た
至

聖
三
者
の
光
栄
を
見
た
の
で
あ
る
。
生
神
女
は
彼
に
対
す
る
約
束
を

守
り
、
そ
の
修
道
院
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
軛
の
下
で
も
活
動
し
続

け
た
。
聖
セ
ル
ギ
イ
の
聖
な
る
不
朽
体
に
伏
拝
す
る
た
め
に
訪
れ
る

巡
礼
者
は
今
日
も
後
を
絶
た
な
い
。
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聖
ニ
コ
ラ
イ
は
「
世
界
教
会
」
と
い
う
表
現
を
好
ん
だ
よ
う
だ
が
、

こ
の
時
代
、
世
界
の
正
教
会
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

正
教
圏
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
と
周
辺
の
国
々
を

重
ね
た
版
図
で
あ
る
が
、
一
四
五
三
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル

陥
落
と
前
後
し
て
、
次
々
と
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
下
に
入
っ
た
。

十
六
世
紀
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
の
時
代
、オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
に
ま
た
が
る
東
地
中
海
一
帯
を
お
お
う
大

帝
国
と
な
る
が
、
そ
の
統
治
制
度
に
は
特
徴
が
あ
っ
た
。

支
配
地
域
の
宗
教
や
民
族
単
位
の
自
治
性
を
廃
除
す
る
こ
と
を
せ

ず
、
正
教
地
域
に
あ
っ
て
は
教
会
の
機
構
を
統
治
機
構
に
組
み
入
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
教
会
で
主
教
品
を
「
主
宰
」
と
呼
ぶ
習
慣

は
こ
の
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
主
教
品
が
世
俗
的
な
権
威
も
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
が
衰
え
る
に
し
た
が
い
民
族
の
自
立
を
正
教
会
を

求
心
力
に
国
家
へ
と
形
成
し
て
い
く
の
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
一
八
三
十
年
の
ギ
リ
シ
ャ
の
独
立
の
こ
ろ
か
ら
次
々
に
民

族
単
位
で
国
家
が
誕
生
し
て
い
く
が
、
正
教
会
も
国
家
に
合
せ
て
独

立
し
て
い
く
。ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
以
来
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
・

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
・
ア
ン
テ
オ
ケ
ア
・
イ
エ
ル
サ
リ
ム
と
い
う
四

つ
の
総
主
教
区
の
他
に
、
新
た
な
枠
組
み
と
し
て
の
教
会
が
生
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、こ
の
時
代
に
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る「
完

全
独
立
」
や
「
自
治
」
と
い
う
文
字
が
教
会
名
に
付
け
ら
れ
る
こ
と

は
ま
だ
な
か
っ
た
。

正
教
会
の
伝
統
で
は
布
教
地
で
生
れ
た
教
会
の
独
自
性
や
自
治
性

を
認
め
て
お
り
、
ロ
シ
ア
正
教
会
も
一
四
四
八
年
の
総
主
教
選
立
ま

で
は
「
自
治
教
会
」
で
あ
っ
た
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
時
代
、
正
教
の
世
界
は
ま
だ
混
沌
と
し
て
お
り
、

そ
の
教
会
組
織
も
変
則
的
な
状
態
が
多
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
正
教
会
自

体
、
ペ
ー
ト
ル
大
帝
の
時
代
以
降
「
総
主
教
制
」
は
廃
止
さ
れ
、
そ

の
復
活
を
み
た
の
は
ロ
シ
ア
革
命
の
真
只
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
日
本
の
正
教
会
を
「
露
国
教
会
に
対
し
て
全

　
マ
ッ
タ
ク

独

立
の
教
会
」
と
述
べ
た
が
、
現
在
の
教
会
法
で
い
う
「
自
治
教
会
」

と
は
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
う
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
神
学
ア
カ
デ
ミ
ー
教
授
（
教
会
規
則
及
び
教
会
史
）
長

司
祭
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
フ
・
ツ
ィ
ピ
ン
は
「
自
治
教
会
」
と
い
う
の
は
「
一

時
的
、
過
渡
的
な
状
態
」
で
あ
り
、
そ
の
先
に
は
二
通
り
の
道
が
あ

る
と
い
う
。
一
つ
は
自
治
教
会
が
完
全
独
立
教
会
に
ま
で
成
長
し
世

聖
ニ
コ
ラ
イ
と
セ
ル
ギ
イ
府
主
教　

⑤

主
教
　
セ
ラ
フ
ィ
ム
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界
の
正
教
会
か
ら
承
認
さ
れ
る
場
合
。
も
う
二
つ
目
は
自
治
教
会
が

自
治
性
を
失
い
、
完
全
独
立
教
会
の
一
教
区
と
な
る
場
合
で
あ
る
。

（「
教
会
規
則
」　

１
９
９
6　

モ
ス
ク
ワ
）

「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
事
蹟
」に
は「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
の
遺
業
」

と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
聖
堂
一　

聖
堂
八　

会
堂
百
七
十
五　

教
会
二
百
七
十
六　

主
教
一　

司
祭
三
十
四　

輔
祭
八　

伝
教
者
百
十
五　

信
徒
総

数
三
万
四
千
百
十
一　

外
に
永
眠
信
徒
累
計
八
千
百
七
十　

地

方
会
費
年
額
二
万
九
百
四
十
六
円
五
十
六
銭　

地
方
教
会
財
産

十
三
万
九
千
五
百
〇
六
円
五
十
二
銭

大
聖
堂
諸
付
属

正
教
神
学
校　

駿
河
台　

敷
地　

七
百
六
十
坪
三
七

女
子
神
学
校　

駿
河
台　

敷
地　

七
百
四
坪
一
一

山
林
・
相
州
塔
ノ
澤
一
町
四
反
二
畝
七
坪
五　

京
都
聖
堂
・
柳
馬

場
四
百
七
十
坪　

大
阪
聖
堂
・
東
区
石
町　

六
百
〇
四
坪
三
七

松
山
聖
堂
・
松
山
市
に
百
九
十
四
坪
三
六　

独
立
基
金

二
万
二
千
〇
五
十
一
円
八
十
七
銭　

育
英
資
金
一
万
二
千
百
四
十
九
円

雑
種
積
金
二
万
五
千
九
百
九
十
七
円
〇
二
銭

明
治
四
十
五
年
七
月
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
永
眠
し
て
か
ら
最
初
の
公

会
で
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
（
主
教
）
は
教
勢
報
告
の
不
正
確
な
事
を
指

摘
す
る
。

「
～
昨
年
の
公
会
に
於
て
報
告
せ
ら
れ
た
る
信
徒
の
総
数
は
三
萬

有
余
名
と
あ
り
、
然
る
に
今
人
々
に
正
教
会
の
信
徒
の
実
数
如
何
と

問
ふ
な
ら
ば
皆
知
ら
ず
と
答
ふ
る
な
る
可
し
。
余
が
各
教
会
を
巡
回

日本の主教セルギイ（M45.5）▲

▼大正７年７月公会記念写真（中央　セルギイ主教）
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し
て
実
地
に
調
べ
た
る
結
果
に
依
り
て
考
ふ
れ
ば
信
徒
の
現
在
員
一

萬
二
千
人
位
な
る
可
し
。
我
等
は
全
教
会
の
信
徒
の
数
多
く
計
算
し

て
楽
観
せ
ん
よ
り
も
、
今
は
実
際
の
状
況
を
考
え
て
領
洗
者
の
増
加

せ
る
事
を
感
謝
す
る
と
共
に
、
又
信
徒
の
冷
信
或
は
行
方
不
明
に
な

り
た
る
者
の
多
き
を
見
て
、
大
に
痛
悔
の
心
を
起
さ
ゝ
る
可
か
ら
ず

～
」聖

ニ
コ
ラ
イ
の
時
代
か
ら
教
勢
報
告
の
数
に
し
ば
し
ば
疑
問
の
声

が
あ
っ
た
が
、
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
来
日
以
来
日
本
各
地
を
隈
な
く

巡
回
し
、
そ
の
実
情
を
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
正
教
会
は
長
い
間
、信
徒
数
を
約
三
万
と
公
称
し
て
い
た
が
、

こ
の
時
点
で
す
で
に
過
大
な
数
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
司
祭
た
ち
に
正
確
な
数
を
調
べ
る
こ
と
を
命

じ
、「
今
は
我
等
己
れ
を
欺
く
を
要
せ
ず
、実
際
の
数
を
調
べ
置
き
て
、

今
不
明
に
な
り
居
る
信
徒
や
冷
淡
に
な
り
居
る
信
徒
よ
り
将
来
に
教

会
に
加
は
る
信
徒
を
も
知
る
得
可
し
～
」
と
説
い
た
。

こ
の
公
会
の
最
終
日
に
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
次
の
よ
う
な
提
言
を

す
る
。「
神
父
方
、
余
は
教
会
の
事
に
就
き
て
種
々
の
事
を
考
へ
、

是
非
余
の
側
に
別
の
会
を
設
く
る
の
必
要
を
認
め
、
三
四
月
頃
考
へ

て
茲
に
別
の
規
定
を
設
け
た
り
～
」

「
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
諮
議
局
制
規
」
を
定
め
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
第
一
条
は
「
日
本
正
教
会
主
教
の
許
に
常
置
諮
議
局
を
設

置
す
」
で
あ
り
、
主
教
の
諮
問
機
関
を
神
品
と
信
者
で
構
成
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
の
公
会
で
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
拒
ん
だ
教
会
統
治
機
構

へ
の
神
品
・
信
徒
の
参
画
を
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
が
求
め
た
の
で
あ
っ

た
。
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
機
関
は
特
に
無
く
、
す

べ
て
主
教
と
公
会
の
権
に
依
っ
て
い
た
が
、
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
ロ

シ
ア
正
教
会
の
「
聖
務
会
院
」
を
模
し
た
機
関
を
日
本
正
教
会
に
新

た
に
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

「
常
置
諮
議
局
」
は
教
会
の
「
治
理　

裁
判　

財
政
」
を
審
議
す

る
機
関
で
あ
っ
た
。
第
二
十
六
条
に
あ
る
よ
う
に
「
常
置
諮
議
局
の

総
て
の
制
定
は
主
教
の
自
署
公
印
を
得
て
始
め
て
効
力
を
有
す
る
も

の
」
で
あ
り
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
亡
き
後
、
唯
一
の
主
教
品
で
あ
る
セ
ル

ギ
イ
府
主
教
の
諮
問
機
関
と
し
て
発
足
し
た
も
の
だ
が
、
後
に
教
会

の
置
か
れ
た
状
況
の
推
移
に
よ
り
そ
の
性
格
が
変
質
し
て
い
く
こ
と

は
こ
の
時
誰
も
予
測
し
得
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

時
代
が
明
治
か
ら
大
正
へ
と
移
っ
た
時
、
日
本
正
教
会
も
世
代
交

替
が
進
ん
で
い
く
。
マ
ト
フ
ェ
イ
影
田
孫
一
郎（
Ｍ
45
・
6
）、パ
ウ
ェ

ル
澤
邊
琢
磨
（
Ｔ
2
・
6
）
を
は
じ
め
と
し
多
く
の
古
参
神
父
た
ち

が
永
眠
し
て
い
っ
た
。

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
教
会
統
轄
者
と
し
て
の
環
境
を
整
え
る
た
め

に
司
祭
の
移
動
を
行
う
。
本
会
に
は
シ
メ
オ
ン
三
井
神
父
、
四
谷
正

教
会
に
は
パ
ウ
ェ
ル
森
田
神
父
を
配
置
し
、体
制
の
一
新
を
図
る
が
、

そ
れ
は
教
会
の
「
ニ
コ
ラ
イ
色
」
か
ら
の
脱
却
と
も
言
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。

教
会
機
関
紙
「
正
教
新
報
」
を
「
正
教
時
報
」
と
改
題
し
た
が
、

第
一
号
の
「
発
刊
の
辞
」
で
は
「
新
た
な
る
時
運
に
際
會
し
、
新
た

な
る
社
会
に
向
ひ
、
新
た
な
る
生
命
の
本
源
た
る
基
督
の
福
音
を
傳

ふ
る
が
為
に
は
、
新
酒
を
古
き
革
嚢
に
盛
る
を
得
ず
、
凡
て
を
更
新
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し
て
内
外
共
に
其
舊
態
を
改
め
ざ
る
可
か
ら
ず
」（
Ｔ
元
11
・
10
）

と
宣
言
す
る
。
そ
し
て
「
我
が
正
教
時
報
は
日
本
正
教
會
の
機
関
た

る
性
質
の
上
よ
り
い
ふ
も
、
本
誌
は
兎
に
角
正
し
く
我
が
日
本
正
教

會
の
信
仰
の
表
現
と
其
神
学
思
想
を
代
表
し
、
以
て
信
徒
の
教
養
に

資
し
、
一
般
教
役
者
の
修
養
の
幾
分
を
も
利
す
る
の
職
責
を
完
う
せ

ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
そ
の
性
質
を
位
置
づ
け
た
。

「
正
教
時
報
」
の
改
題
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
正
教
会
の
変
革
は
宣

教
・
牧
会
と
い
う
面
で
も
現
れ
た
。
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
聖
ニ
コ
ラ

イ
永
眠
の
翌
年
の
公
会
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
東
京
は
従
来
本
會
に
何
等
の
催
し
も
無
か
り
し
を
昨
年
よ
り
毎

日
朝
夕
に
聖
堂
に
於
て
公
祈
祷
を
行
ひ
、
又
傳
道
館
に
於
て
は
傳
教

そ
の
他
の
働
き
を
為
し
居
れ
り
～
」

聖
ニ
コ
ラ
イ
の
存
命
中
で
も
、
東
京
各
所
に
教
会
が
あ
っ
た
と
は

い
え
主
日
の
参
祷
者
は
少
な
く
、
本
会
を
中
心
と
し
た
宣
教
活
動
も

停
滞
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
「
正
教
の
土
着
化
」
に
も
目
を
向
け
た
。
大

正
三
年
の
公
会
で
は
永
眠
者
の
為
の
祈
祷
を
も
っ
と
盛
ん
に
す
べ
し

と
勧
告
を
し
た
。
日
本
で
は
春
秋
の
彼
岸
に
異
教
徒
は
死
者
の
供
養

を
す
る
の
に
正
教
徒
は
何
も
し
な
い
と
述
べ
、
こ
の
日
を
教
会
の
祭

日
と
し
永
眠
者
を
供
養
し
て
は
ど
う
か
と
問
う
。
そ
し
て
顕
栄
祭
の

果
実
の
成
聖
な
ど
も
普
及
さ
せ
、
日
本
の
穀
物
や
野
菜
な
ど
の
初
物

の
成
聖
を
す
る
「
新
し
い
習
慣
」
を
作
る
こ
と
を
勧
め
た
。

セ
ル
ギ
イ
府
主
教
は
言
う
。「
我
が
日
本
正
教
会
の
信
徒
は
佛
教

の
儀
式
習
慣
を
棄
て
ゝ
、
信
徒
に
な
っ
て
よ
り
、
未
だ
信
徒
の
新
し

い
儀
式
習
慣
を
作
り
居
ら
ざ
る
な
り
。
余
は
六
年
間
の
中
に
深
く
こ

の
事
を
感
じ
た
り
。
信
仰
は
有
り
居
り
て
も
、
其
が
未
だ
信
徒
の
生

活
に
入
り
居
ら
ざ
る
な
り
。
宗
教
は
生
活
を
立
て
ざ
る
可
か
ら
ず
。

～
日
本
に
て
は
佛
教
の
信
者
は
雨ア

マ
ゴ請
ひ
を
為
す
も
、
ハ
リ
ス
ト
ス
教

の
信
徒
は
こ
れ
を
為
さ
ざ
る
な
り
。
露
国
に
て
は
麦
を
刈
取
れ
ば
直

ち
に
感
謝
の
祈
祷
を
奉
る
な
り
。
宗
教
は
頭
の
教
え
に
あ
ら
ず
（
即

ち
思
想
上
の
教
え
に
あ
ら
ず
）
宗
教
は
生
活
な
り
。
信
仰
は
段
々
に

深
く
な
っ
て
、
頭
よ
り
下
に
ま
で
入
る
な
ら
ば
、
信
仰
の
冷
淡
に
な

る
事
も
追
々
無
く
な
る
可
し
～
」

こ
の
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の
指
摘
は
信
仰
と
は
何
か
を
端
的
に
表
す

も
の
で
、
い
つ
の
時
代
で
も
指
標
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
公
会
で
は
改
め
て
、教
会
財
政
の
確
立
を
訴
え
て
い
る
。

日
本
正
教
会
に
は
伝
道
会
社
か
ら
と
聖
務
会
院
か
ら
の
二
つ
の
ル
ー

ト
で
送
金
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
不
確
か
な
も
の
で
い
つ
こ
の

金
が
途
絶
え
る
か
わ
か
ら
な
い
と
警
鐘
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

聖
ニ
コ
ラ
イ
は
日
本
の
正
教
会
の
為
に
最
初
の
七
年
間
の
補
助
を

聖
務
会
院
に
願
い
、七
年
後
に
は
自
立
を
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
が
、

そ
れ
が
果
た
せ
な
い
ま
ま
何
の
保
障
も
無
く
三
十
五
年
間
も
補
助
を

受
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

大
正
四
年
の
公
会
で
は
欧
州
の
戦
争
と
い
う
時
局
に
も
か
か
わ
ら

ず
領
洗
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
戦
争
が
や
が
て
ロ
シ
ア
帝
国
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
、
ロ
シ
ア
正
教

会
が
困
難
の
中
に
陥
り
、
そ
の
影
響
が
直
ち
に
日
本
正
教
会
に
及
ぶ

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
そ
の
気
配
す
ら
も
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。�

（
続
く
）
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正
教
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

正
教
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

第
九
回

（
作
成　

ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
）

クロスワードを解いて、正教会の教え、祈祷、聖書に親しもう。
正教会訳新約　口語訳聖書　聖詠経、祈祷書、楽譜、などを手元に
おいて、じっくり調べながら挑戦しよう！！

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

注意点：固有名詞の表記に違いがありますので、各々「正教会訳」とか「口語訳」（新共同訳とは異なるので注
意）とか「新共同訳読みで」など、ことわり書きに気を付けてください。

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１
洗
礼
機
密
の
時
に
読
ま
れ
る
福
音
書
の

最
後
の
節
「
視
よ
、
我
、
恒
に
爾
等
と
偕

に
し
て
○
○
終
末
ま
で
在
る
な
り
、
ア

ミ
ン
」

２
オ
ル
ソ（
正
し
い
）ド
ク
サ（
教
え
・
讃
美
）

３
正
教
会
の
結
婚
式　

○
○
○
○
機
密

４
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
に
な
る
た
め
の
機

密
５
「
○
○
○
○
○
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る�

い
の
ち
の
水
の
川
」（
口
語
訳�

黙
示
録

22
：
１
）

６
「
鶏
の
鳴
か
ざ
る
先
に
、
爾
、
三
次
我
を

○
○
○
」（
正
教
会
訳�

マ
ト
フ
ェ
イ
26
：

34
）

12
石
板
に
刻
ま
れ
た
十
の
戒
め

13
病
の
時
に
油
を
塗
っ
て
癒
し
を
願
う
機

密
は
、
○
○
○
機
密

14
「
あ
な
た
を
造
り
、
あ
な
た
を
○
○
○

○
に
形
造
り
、あ
な
た
を
助
け
る
主
」（
口

語
訳�

イ
ザ
ヤ
44
：
２
）

16
旧
約
の
民
が
目
指
し
た
約
束
の
地
は
「
○

○
○
の
地
」（
詩
編
105
：
11
他
、
参
照
）

17
大
連
祷
「
ハ
リ
ス
ト
ス
に
○
○
輔
祭
職

…
」

18
天
主
経
の
前
の
祈
り
「
主
宰
や
、
我
等
に

○
○
○
を
以
て
、
罪
を
獲
ず
し
て
、
敢
て
、

爾
天
の
神
・
父
を
呼
び
て
言
う
を
賜
え
」
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20
婚
配
機
密
で
ぶ
ど
う
酒
を
飲
み
交
わ
す

こ
と
を
「
○
○
○
○
の
杯
」
と
言
う

21
ダ
ヴ
ィ
ド
王
の
父
（
正
教
会
訳
読
み
で
）

23
ロ
マ
書
と
ガ
ラ
テ
ィ
ア
書
の
間
に
位
置

す
る
○
○
○
○
前
後
書
（
正
教
会
訳
読

み
で
）

25
マ
リ
ヤ
の
讃
歌
「
ア
ウ
ラ
ア
ム
と
そ
の

○
○
と
を
世
世
に
恤
ま
ん
こ
と
を
記
念

せ
り
」（
正
教
会
訳�
ル
カ
１
：
55
）

28
聖
体
礼
儀
で
聖
祭
品
を
覆
う
大
き
な

布
30
「
起
き
て
、
爾
の
○
○
を
取
り
て
爾

の
家
に
往
け
」（
正
教
会
訳�

マ
ト
フ
ェ

イ
９
：
６
）

32
芽
を
出
し
、
花
咲
き
、
実
を
結
ん
だ

ア
ロ
ン
の
○
○
は
、
生
神
女
マ
リ
ヤ

の
予
象
と
さ
れ
る
（
民
数
記17

章�

参
照
）

33
升
壇
外
の
祝
文
「
爾
が
○
○
の
美
な

る
を
愛
す
る
者
を
聖
に
せ
よ
」

ヨコのヒント

１マリヤの夫��イイススの養父（口語訳読みで）
４成聖する時に使用する聖なる水
７「○○の日の如く、人の子の来るも亦、是くの如く
ならん」（正教会訳�マトフェイ 24：38）
８正教会における聖職者の総称
９領聖祝文「神の子や、○○、我を爾が機密の筵に與
る者として容れ給え」
10「私は、…細布をかぶらせ、○○のきれであなたを
おおった」（口語訳�エゼキエル書 16：９～ 10）
11 パニヒダ「諸々の○○○○と諸々の肉体との神…」
12「○○よ、之を聴き、之を観、爾の耳を傾けよ」（第
４４聖詠１１節）
13 御聖体をいただくための機密　○○○○機密
15 第二の洗礼とも言われる罪の赦しをいただくための
機密　○○○○機密
17 五人の賢い乙女は「油を○○○していた」（口語訳�
マタイ 25：４）
19 ハリストスに「詭譎（いつわり）なき者」と言われ
たガリラヤのカナ出身の門徒（正教会訳読みで）　
22�聖像
24「○○○、われわれは主に仕えます」（口語訳�ヨシュ
ア記 24：21）
25「○○を以てせしに非ず、即、活ける神の神 を゚以
て…心の肉碑の上に…」（正教会訳�コリンフ後３：
３）
26「○○、婦（おんな）よ、爾の信は大なり、」（正教
会訳�マトフェイ 15：28）
27「天は神の光栄を○○○、穹蒼は其の手の作る所を
語ぐ」（第１８聖詠２節）
29 主の弟子のことを正教会ではこういう
31 聖詠経に記載されている永眠者の為の祈り「…○
○○○に三位を正しく承け認めて臨終の息に至れり
…」
34 洗礼の後、聖神降臨の為に聖膏を塗る、○○○機密
35 降誕祭のコンダク「蓋、我等の為に、○○○○○の
神、嬰児として生まれたり」

答えは次号で発表します。

答：
A B C D E F G

パズルの答えを 10 月 20 日迄に正教時報社宛お送り下さい。正解者の中から 5 名に景品を贈呈。
なお当選発表は、景品の発送をもってかえさせていただきます。〔 〔
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３
章　

心
の
菜
園

あ
な
た
の
始
め
る
新
し
い
生
き
方
は
、
し
ば
し
ば
農
業
の
よ
う
な
も

の
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
農
家
の
耕
す
土
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

で
、
同
じ
よ
う
に
種
や
暖
か
い
日
の
光
、
雨
、
そ
し
て
種
の
成
長
す
る

力
も
そ
う
で
す
。
た
だ
菜
園
を
手
入
れ
す
る
こ
と
は
管
理
者
の
働
き
に

任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
菜
園
で
の
豊
か
な
実
り
を
実
現
さ
せ
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
朝

早
く
か
ら
遅
く
ま
で
働
き
、
雑
草
を
取
り
、
剪
定
を
し
、
水
を
や
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
収
穫
に
至
る
ま
で
に
は
多
く
の
障
害
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
常
に
注
意
深
く
菜
園
を
見
守
り
、
ま
た
休
み
な
く

働
く
こ
と
は
当
然
で
す
。
そ
れ
で
も
収
穫
に
至
る
ま
で
自
然
界
の
必
要

最
低
限
な
要
素
（
天
候
な
ど
）
に
頼
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
も
事
実

で
す
。
同
じ
よ
う
に
心
の
菜
園
に
お
い
て
は
神
に
頼
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
世
話
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
菜
園
は
私
た
ち
自

身
の
心
で
す
。
そ
し
て
実
り
豊
か
な
収
穫
は
“
永
遠
の
生
命
”
で
す
。

“
永
遠
”
と
は
時
間
、
空
間
、
ま
た
他
の
様
々
な
要
因
を
必
要
と
し

な
い
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
そ
こ
に
あ
る
生
命
は
真
に
自
由
な
生
命
な

の
で
す
。
愛
、
慈
悲
、
光
に
お
け
る
い
の
ち
は
何
の
束
縛
も
あ
り
え
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
が
“
永
遠
”
な
る
も
の
に
属
す
る
為
で
す
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
生
き
方
は
聖
神
が
導
く
と
こ
ろ
の
信
仰
的
な
生
き
方
、
あ
り
方
、

と
言
え
ま
す
。
こ
の
生
き
方
は
物
質
的
な
も
の
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
生
き
方
は
人
間
の
心
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

“
自
分
を
責
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
敵
は
厳
し
く
自
分
自
身
を
責

め
る
あ
な
た
に
恐
れ
を
な
し
て
逃
げ
て
行
っ
て
し
ま
う
”
と
シ
リ
ア
の

聖
イ
サ
ア
ク
は
言
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
自
身
と
和
睦
し
な
さ
い
。
そ
う

す
れ
ば
天
と
地
も
あ
な
た
と
和
解
す
る
。
あ
な
た
自
身
の
心
の
奥
底
を
、

痛
み
を
伴
い
な
が
ら
探
り
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
天
の
国
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。
自
分
自
身
を
探
る
こ
と
で
神
へ
の
途
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
神
の
国
に
い
た
る
階
段
は
あ
な
た
の
内
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
心
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
罪
に
よ
る

重
荷
を
投
げ
捨
て
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
の
中
に
あ
る
神
の

国
へ
の
階
段
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
階
段
は
あ
な
た
を

神
の
高
み
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

聖
人
た
ち
の
言
う
天
の
国
と
は
“
永
遠
の
生
命
”
を
別
の
名
前
で
呼

ん
だ
も
の
で
す
。
こ
れ
は
天
の
王
国
、
神
の
国
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、

単
に
“
ハ
リ
ス
ト
ス
”
と
も
呼
ば
れ
る
の
で
す
。
ハ
リ
ス
ト
ス
に
あ
っ

て
生
き
る
こ
と
は
、
永
遠
の
生
命
に
生
き
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
『
神
へ
の
途
』（W

ay�of�ascetics

）
は
、一
九
三
〇
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
で
出
版
さ
れ
、
正
教
会
の
精
神
性
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し

た
本
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。
著
者
テ
ィ
ト
・
コ
リ
ア
ン
ダ
ー

は
ロ
シ
ア
、
セ
ン
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
生
ま
れ
で
、
生
涯
の
大
半

を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
正
教
会
一
信
徒

と
言
う
立
場
で
宗
教
書
、
世
俗
書
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
書
籍
を
残
し
た

人
で
す
。

『
神
へ
の
途　み

ち

　』
⑵



21

４
章　

内
に
秘
め
た
戦
い

さ
て
、
私
た
ち
が
今
始
め
た
戦
い
が
ど
こ
で
行
わ
れ
る
の
か
、
何
を

勝
ち
取
り
、
何
を
目
標
と
す
れ
ば
よ
い
の
か
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た

な
ぜ
私
た
ち
の
戦
い
が
“
内
に
秘
め
た
戦
い
（
目
に
見
え
な
い
戦
い
）”

と
呼
ば
れ
る
の
か
も
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
全
て
の

戦
い
は
心
の
中
で
す
。
そ
の
戦
い
は
音
も
立
て
ず
、
私
た
ち
の
心
の
奥

で
行
わ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
実
に
真
剣
勝
負
な
の
で
す
。
聖
師
父
た

ち
は
“
口
を
し
っ
か
り
と
閉
じ
、
あ
な
た
の
思
い
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
！
”
と
教
え
ま
す
。
も
し
サ
ウ
ナ
室
の
戸
を
開
け
っ
放
し
に
し
た

な
ら
ば
、
熱
気
が
抜
け
て
サ
ウ
ナ
の
用
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

で
す
か
ら
誰
に
も
あ
な
た
の
決
意
を
人
々
に
口
外
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
新
し
く
始
め
る
生
き
方
、
そ
れ
に
伴
う
試
練
、
期
待
を

言
い
ふ
ら
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
な
た
と
神
御
自
身
の

問
題
な
の
で
す
。
も
し
例
外
的
に
誰
か
に
話
す
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
な
た
の
痛
悔
司
祭
で
し
ょ
う
。

こ
の
沈
黙
は
必
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、
自
分
の
決
意
に
伴
う
心
配

事
を
お
し
ゃ
べ
り
の
種
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
問
題
し
か
目

に
見
え
な
く
な
り
、
ま
た
自
身
に
対
す
る
信
頼
を
増
長
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
真
っ
先
に
振
り
払
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
沈
黙
を
通
し
て
、
隠
れ
た
も
の
を
見
通
す
神
へ
の
信
頼

は
成
長
し
ま
す
。
静
け
さ
を
通
し
て
、
信
仰
者
は
言
葉
を
用
い
ず
に
聴

く
神
に
語
り
か
け
ま
す
。
神
の
も
と
に
走
り
つ
く
こ
と
は
あ
な
た
の
目

標
で
す
。
そ
う
し
て
神
は
あ
な
た
の
支
え
と
な
り
、
あ
な
た
は
永
遠
に

神
に
結
ば
れ
ま
す
。
神
と
永
遠
に
結
び
つ
い
て
い
る
時
、
言
葉
は
必
要

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

大
な
り
小
な
り
こ
れ
か
ら
先
あ
な
た
に
起
こ
る
出
来
事
は
、
あ
な
た

の
戦
い
（
苦
難
と
繁
栄
、
試
練
と
失
敗
等
）
を
助
け
る
為
に
神
に
よ
っ

て
送
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
神
の
み
が
あ
な
た
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
、
ど
の
瞬
間
に
何
が

必
要
か
、
す
べ
て
を
ご
存
知
で
す
。
偶
然
の
出
来
事
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
偶
然
に
起
こ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

そ
こ
か
ら
学
べ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
こ
の
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
“
あ
な
た
の
従
お
う
と
す
る
主
に
対

す
る
信
頼
”
が
成
長
す
る
手
段
な
の
で
す
。

も
う
一
つ
聖
師
父
た
ち
が
あ
な
た
に
送
る
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。“
幼
子
が
ひ
と
つ
ず
つ
言
葉
を
覚
え
る
よ
う
に
、
ま
た
歩
く
こ
と

を
一
歩
一
歩
学
ぶ
よ
う
に
。
自
分
自
身
も
そ
の
よ
う
に
見
な
し
な
さ

い
”。
す
べ
て
の
こ
の
世
の
知
恵
、
あ
る
い
は
あ
な
た
の
す
で
に
知
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
の
世
の
方
法
論
は
あ
な
た
を
待
ち
受
け
る
戦

い
に
と
っ
て
全
く
無
意
味
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
社

会
的
地
位
、
財
産
も
何
の
助
け
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
主
の
た
め
に
用
い

ら
れ
な
い
財
産
は
重
荷
で
す
。
心
に
働
き
か
け
な
い
知
識
は
不
毛
で
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
自
身
を
傷
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
み
な

自
己
を
過
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
暖
か
み
も
な

く
、
愛
を
示
さ
な
い
知
識
は
裸
も
同
然
で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
よ
う
な

知
識
を
捨
て
、
何
も
知
ら
な
い
人
の
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
豊
か
な

人
に
な
る
た
め
に
、
貧
し
い
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
強
い
人
と
な
る
た

め
に
、
弱
い
人
に
な
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
叡
智
を
得

る
為
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。
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今月の奉事式
10 月 5 日（日）五旬祭後第 16 主日 第 7 調

コリンフ後書　6 章 1 節から 1 節
他人から不当な、謂れのない苦しみを被る
時、助けと導きを与えられる神。

マトフェイによる福音書　25 章 14 節から 30 節
テーマ　タラントの譬え。

教　理　神から賜物を生かすように努める者には真
の喜びが与えられ、そうでない者はハリス
トスによる裁きを受ける。

学び取れること　自分に与えられた賜物を充分に使
えるように生活すること。

10 月 8 日（水）ラドネジの奇蹟者セルギイ祭 祭日調

ガラティヤ　5 章 22 節から 6 章 2 節
ルカによる福音書　6 章 17 節から 23 節

10 月 9 日（金）聖使徒福音者神学者イオアン祭 祭日調

イオアン公書第一　4 章 12 節から 19 節
イオアンによる福音書　19 章 2 節から 27 節，21 章 24 節から 25 節

10 月 12 日（日）五旬祭後第 17 主日 第 8 調

コリンフ後書　6 章 16 節から 7 章 1 節
神を畏れ、敬うことで清い生活に進むこと
ができる。

マトフェイによる福音書  15 章 21 節から 28 節
テーマ　カナン人の娘の癒し。

教　理　神は私たちの信仰や愛、祈りへの姿勢を試
みるため、時には私たちの願いを直ぐには
聞き入れられない時もある。

学び取れること　神の無限、永久の愛を待ち望み、
絶望してはならない。

10 月 14 日（火）生神女マリヤの庇護祭 祭日調

エウレイ書　9 章 1 節から 7 節
ルカによる福音書　10 章 38 節から 42 節 ,11 章 27

節から 28 節

10 月 19 日（日）五旬祭後第 18 主日 第 1 調

コリンフ後書　9 章 6 節から 11 節
真心からでる神への捧げ物は受け入れられ
る。

ルカによる福音書　5 章 1 節から 11 節
テーマ　12 人のお弟子たちの召し出し。

教　理　神は如何なる時、如何なる場所においても、
我々を招いておられるから、私たちはそれ
ら応えられる生活を進めねばならない。

学び取れること　神の招きを畏れることがあったと
しても、神はそれを改め、神の愛に向うも
のにして下さる。

10 月 26 日（日）五旬祭後第 19 主日 第 2 調

コリンフ後書　11 章 31 節から 12 章 9 節
神は私たちの理解を遥かに超える大いなる
智慧をもって恵みをお与えになる。

ルカによる福音書　5 章 1 節から 11 節
テーマ　敵を愛する愛。

教�理　神は自分に背く者をも愛してくださる。そ
れと同じように、私たちも敵を愛する愛を
持たねばならない。

学び取れること　自分を愛してくれる者に愛を注ぐ
ことは誰でもできる。自分に敵対する者を
愛してこそ、神の愛に近づくことができる。
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編
集
後
記

大
抵
の
人
は
、
あ
る
年
齢
に
達
す
る
と
、
体
力
や
健
康
へ

の
自
信
喪
失
を
味
わ
う
よ
う
に
な
る
。
急
に
血
圧
が
高
く

な
っ
た
り
、
内
臓
機
能
の
数
値
が
よ
く
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、

身
体
の
ど
こ
か
が
痛
く
な
っ
た
り
す
る
。
若
い
時
に
は
一
晩

経
て
ば
忘
れ
た
よ
う
な
症
状
も
、
必
ず
治
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
騙
し
騙
し
気
長
に
つ
き
合
う
姿
勢
が
大
切
に
な
る
。

年
齢
と
共
に
新
陳
代
謝
が
落
ち
て
い
る
の
に
、
若
い
時
と
同

じ
よ
う
に
食
べ
れ
ば
太
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
き
れ
な

い
か
ら
だ
。
私
た
ち
は
い
つ
も
失
う
こ
と
に
対
し
て
の
準
備

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
の
も
の
は
何
一

つ
永
遠
で
は
な
い
。
長
く
生
き
れ
ば
「
得
る
」
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
「
失
う
」
も
の
も
多
い
。

聖
パ
ワ
ェ
ル
は
別
れ
の
悲
し
み
を
教
え
た
が
、
ま
た
そ
の

中
に
救
い
も
見
せ
て
い
る
。
今
泣
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
悲
し

む
な
と
言
っ
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て
失
う
悲
し
み
は
大
き

な
も
の
で
あ
る
。
聖
パ
ワ
ェ
ル
は
人
間
の
死
が
喪
失
と
同
時

に
解
放
を
与
え
る
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
人
は
一
度
に
死

ぬ
の
で
は
な
い
。
機
能
が
少
し
ず
つ
衰
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

限
り
あ
る
生
命
を
そ
れ
ぞ
れ
が
精
一
杯
に
生
き
て
終
わ
っ

た
。聖

ニ
コ
ラ
イ
日
記
を
読
み
な
が
ら
、
日
本
の
教
会
に
係

わ
っ
た
多
く
の
人
々
の
馨
咳
に
触
れ
た
よ
う
な
思
い
で
身
が

引
き
締
ま
っ
た
。�

□

第八回正教会クロスワードパズルの答え

 
 

 
           


